
 

 

 

 

 

 

 

 

   

運動会スローガン「切磋琢磨（せっさたくま）」  
                   

                             校 長  嶋崎 健一  
 
運動会を 1週間後に控え、子どもたちの練習にも熱が入ってきました。今週に入って風邪等の

影響で練習が十分とはいえませんが、あと 1週間ありますし、登校できた時にしっかりと練習に
励んでいます。また、今年は 4人で 1チームの紅、白と、ちょっと寂しい感じもしますが、一人

ひとりの子の役割が大きく、それを意識して自分に与えられた課題や責任を果たそうと一生懸
命です。 
さて、26 日（月）の全校朝会で、運動会に向けたスローガンが児童会より発表されました。ス

ローガンは、「切磋琢磨（せっさたくま）～みんなではげまし合って成長する運動会」です。こ
の言葉の意味について考えると、この運動会で子どもたちにつけるべき力を考えることができ
ます。 

 
「切磋（せっさ）」 
 「切」は獣の骨や角などを切り刻むこと。「磋」は玉や角を磨くこと。 
「琢磨（たくま）」 
 「琢」は、玉や石のみで削って形を整えること。「磨」は、石をすり磨くこと。 
 
「切磋琢磨（せっさたくま）」とは・・・骨・象牙・玉・石は加工することによって美しい宝

石になることから、学問や人徳をいっそう磨き上げること。また、友人同士が互いに励まし合い
競争し合って共に向上すること、を指す。 
 
 私は、全校朝会で以下のような内容を子どもたちに話しました。 
 「切磋（せっさ）」とは、（上述）、「琢磨（たくま）」とは（上述）という意味があるそうです。

浅茅野小学校のみんなでの切磋琢磨（せっさたくま）とは、どうなるのでしょうか。 
これは、下級生ができたことを見て、上級生は、「自分はもっとやらないと」とか、「下級生が

ここまでできたから、自分はこれくらいできるようになろう。」とか、目標をもって練習に取り
組むことだと思います。学年によってできるようになることは違うので、上の学年は下の学年よ
りさらにできるようになろうとすることです。自分がどう「切磋琢磨（せっさたくま）」してい
くか、考えて練習に取り組んでください・・・。 
 少人数で、同学年同士の競い合いは難しく、できないところもありますが、縦割りの中で互い
の様子を見合い、学年相応にできるようにがんばろうとするところは、まさしく「切磋琢磨（せ
っさたくま）で、少人数の集団でだからこそ生まれるものだと思います。 
 
運動会当日は、互いのこれまでの努力を認め合い、結果にとらわれず、「やりきった！」と思

える 1日にしたいと思います。児童８名の「切磋琢磨（せっさたくま）」をご覧いただけますよ
う、当日のご来場、お待ちいたしております。 

教育目標    しっかりまなぶ子  思いやりのある子  ねばり強い子 

重点目標  自ら学びを開き、目標をもって、ねばり強く取り組める子 

～自己の能力や可能性を探究し続け、目標をもち取り組める子～ 

～目標達成に向けた見通しをもち、適切に行動できる子～ 
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６日（金）宿泊学習交流学習（５年） 

８日（日）運動会 

９日（月）中央芸術学校（拓心中体育館） 

     午前授業 

１０日（火）運動会振替休業日 

１１日（水）なかよし号 

１２日（木）合同宿泊学習１日目（５年） 

１３日（金）合同宿泊学習２日目（５年） 

１５日（日）浅茅野神社祭 

１６日（月）合同社会科見学（３年） 

１８日（水）鬼志別小との交流（全学年） 

２０日（金）校内マラソン大会 

２４日（火）一輪車検定 

２５日（水）PTA三役会 訪問歯科指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

自転車に乗ったり、外で遊ぶ機会が増える季節は、自分の世界が広がり、とても楽しい時間を

過ごせます。その際、何より大切なことは、「１つしかない自分の命を自分で守る」ことです。そ

の意識をいっそう深めるために、５月２日（金）に「青空教室」を開催しました。道路に飛び出

すことがいかに危険なことかをダミー実演から学び、自転車運転の実習から、ブレーキやタイヤ

の空気等の点検をしっかりと行うこと、ヘルメットを着用すること、交通ルールを守って乗るこ

となどの大切さを再確認しました。当日、運営・実習補助・講話等、多岐にわたりご尽力いただ

いた、鬼志別駐在所の中鉢所長、交通安全協会の玉田さん、役場生活環境課の方々、本当にあり

がとうございました。１年に１回のこの学びが、さらに「命の大切さ」の実感へとつながってい

くように、継続して話題にしていきましょう。 

 

 ６月１５日（日）に、子どもたちの明るい声が地域に

響き渡ります。浅茅野神社祭典の子ども神輿を、下記の

日程・順路で巡行いたします。子どもたちの元気な声や

姿を届け、浅茅野の地域の安全と繁栄を願います。激励

をお願いいたします。 

 ６月１５日（日） 

      ９：２５ 公営住宅前集合 

     １０：００ 子ども神輿出発 

     １２：００ 終了予定 

＜順路＞ 

神社下→市街十字路→交流センター前（バスに乗車） 

→渡邊祐世宅→グレースファーム 

→尾山宅→浅茅野システムレボ（休憩・トイレ） 

→羽鳥宅→小学校（記念写真・赤飯配布）→解散 

 

浅茅野自治会長の玉田さんを講師に招き、じゃがいも・タマネギ・トマト・ピーマン・にんじんを植え

ました。玉田さんは、５月の４連休中に学校の畑を耕してくださるなど、子どもたちのために情熱を注い

でくださる方です。畑作業当日も、種いもの切り方や植え方、道具の使い方、土のかぶせ方など、子ども

たちにわかりやすく、ていねいに教えてくださり、いきいきと畑仕事に励むことができました。毎年、子

どもたちのためにたくさんのご尽力をいただき、本当にありがとうございます。 

作物も「大切な命」です。秋の収穫を楽しみにしながら、今後のお世話活動を大事にしていきます。 

 


